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　校区教育協働委員会は、品川区校区教育協働委員会設置要綱（改正  令和４年３月２４日 教育長決定 要綱第５号）
に基づき、次に掲げる事項について、学校評価を行っています。
　(1) 学力に関すること。
　(2) 人間性や社会性に関すること。
　(3) 体力・健康に関すること。
　(4) いじめ防止の取組に関すること。
　(5) 特色ある教育活動に関すること。

　学校評価を行う際、評価項目ごとに「成果指標」と「取組指標」を設定し、取組状況と取組によって表れた成果に
ついて把握しています。学校評価により浮き彫りになった学校の課題を委員会で共有し、改善策を考えました。
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令和５年度　学校評価　品川区立城南小学校

評価項目１　学力に関すること

最上段：成果指標 　最上段：成果指標の達成状況の説明
評

２段目以降：取組指標 　２段目以降：取組指標の達成状況の説明
価

区学力定着度調査（令和6年4月実施）では、
各学年・教科について標準スコアを上回る。

区学力定着度調査では、各学年・教科について標準スコアを上回った。 A

発展的な学習の教材開発に取り組み、児童一人
一人の習熟に応じた指導をする。

・発展的な課題を学習内容や教科に応じて実施し、特に習熟度別では、習熟に応じた課題の実施がしやすかった。
・児童の進度に合わせてワークシートへの書き方や漢字練習への取り組み方を指導できた。
・机間指導や個別指導を可能な限り行い、児童に合わせて工夫することができた。

A

ノートや単元テストを適切に見とり、評価を個人指導に
生かす。確認用のミニテスト、復習用教材、フラッシュ
カードなどを開発・活用する。

・漢字の学習では、毎週小テストを実施し、児童が自分の力を正しく把握できるようにした。
・知識の習熟を図るために、ロイロノートのテスト機能を使って授業中に復習する時間を設けた。
・カタカナ１０問テストを１０級から１級まで進級制で取り組んだところ、伸ばす音などの表記が正しくできるようになっ
た児童が増えた。

B

ＩＣＴ機器・デジタル教科書を効果的に活用し、ど
の子も理解できるユニバーサルデザインを意識し
た授業を行う。

・デジタル教科書で教材を提示することで、児童が集中して話を聞いたり考えたりすることができた。
・考えの共有や学習の成果物を確認、提出する際などにICTの活用が有効だった。 B

家庭学習カードを活用し、90％以上の児童が計
画的に家庭学習や読書をする習慣をつける。

・宿題の他に自主学習に取り組む児童も多く、学習習慣が身に付いている。
・家庭学習カードの提出を毎回確認し、習慣化することができた。
・家庭学習カードを保護者に見せなかったり、持ってくるのを忘れてしまったりする児童には引き続き指導が必要で
ある。

B

ｉ-checkにおいて、「各教科の授業がわかる(好
き)」という児童を8割以上にする。

「学習意欲」の項目において、9割以上の児童が肯定的な回答であった。 A

「指導者の役割を明確に位置付け、わかり方に沿った
授業の在り方」を研究主題として校内研究に取り組む。

・発問を精選したり、児童の思考の流れがスムーズになるような学習展開を工夫したりすることができた。
・若手教員と一緒に、国語の指導案を作ることを通して、日々の授業の効果的な教師の指導行動について考えるこ
とができた。
・今後も「わかり方にそった授業のあり方」を、意識して研究を深めていく。

B

東海グループで研究に取り組み、4校で提案授業
を行い、各教科に指導方法について学び合い、児
童がわかったと思える授業を展開する。

・研究授業に向けて、学年で先行授業をやりながら、よりよい形を模索し、修正したものを実施できるようにした。
・児童がわかったと思える授業を意識し、授業づくりを学年で行うことができた。
・城南小学校の取組を他校に発信することができたが、他校の授業を参観することがあまりできなかった。

B

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ａ＝十分達成できた　Ｂ＝おおむね達成できた　Ｃ＝未達成

②

・より多くの教科・単元で活用できるよう、継続的
に発展的な学習の教材開発を行う。
・学習アプリを活用し、質の高いポートフォリオ評
価を行う等、児童一人一人の学びの過程を可視
化し、今後の指導に役立てる。
・ICTを活用した授業の取組について教員間で情
報共有を図り、教材研究のさらなる効率化を図
る。
・保護者と情報共有し、家庭学習の定着につなげ
る。

・校内研究の成果を生かした授業実践を展開し、
児童に「わかった」「できた」を実感させる。
・OJTを通して教員同士が授業を互いに参観し、
授業力の向上を目指していく。

○自信をもってよく学ぶ子
ア　児童一人一人の実態を把握し、学習指導要領の内容を確実に身に付けさせる。
イ　ノート・プリント・タブレット等を活用し、学びの過程が児童にもわかるようにしながら、児童自身がＰＤＣＡサイクル
を活用し、学びの成果を実感できるようにする。
ウ　教材教具を工夫しながら興味・関心を広げ、学ぶことに意欲的に取り組ませていく。
エ　家庭学習の定着と読書の習慣化を図る。
オ　学校地域支援本部を活用して未来塾で補習に取り組ませたり、様々なゲストティーチャーから専門的な学びを深
めたりし、学ぶことへの意欲を高める。

今後の課題と改善策

重点目標

評
価
指
標

①



令和５年度　学校評価　品川区立城南小学校

評価項目２　人間性や社会性に関すること

最上段：成果指標 　最上段：成果指標の達成状況の説明
評

２段目以降：取組指標 　２段目以降：取組指標の達成状況の説明
価

i-checkにおいてあいさつやきまりを守る等、規範
意識項目において80％以上の児童が肯定的な評
価をしている。

「規範意識」の項目において、80％以上の児童が肯定的な回答で
あった。

A

市民科学習を充実させる。市民科と道徳の教科
書を効果的に活用し、規範意識や他を尊重する
意識を高める。

・道徳の教科書を活用して道徳的心情を育てることができた。
・基本的な生活習慣に関わることや、セカンドステップ、タブレットの使い方など、学年で打ち合わせをしながら、教材
研究に取り組み、実施することができた。
・規範意識を高めるために、道徳的な指導が更に必要であると感じる。

B

東海Ｇの小中連携により、小中の一貫性を重視し
た市民科単元の開発および適切な評価に基づく
定着を図る。一貫プランを発展充実させる。

・一貫プランの内容を、児童の実態に応じて改善しながら授業を実施することができた。
・小小交流など、一貫プランが実態と合っていないものがあり、改善が必要である。 B

i-checkを活用し、社会性や生活習慣に関わる項
目における個人の状況を見とり、重点的、継続的
な指導により、ソーシャルスキルを向上させる。

・市民科の学習を中心に、友達との関わり方や話し方などについて授業を行い、日々の生活指導にも生かすことが
できた。
・生活習慣に関わる事項については、保護者と連携もしながら指導をしていく。
・社会性や生活習慣について個人面談等で保護者に伝えた。

B

生活アンケートで「友達と仲良くしていますか」の
項目で90％以上の肯定的な評価をしている。

「思いやり」の項目において、80％以上の児童が肯定的な回答であっ
た。

B

「友達と仲良くしている」と回答できない児童への
指導を徹底する。

・友達関係を広げるために意図的に多くの人と関われるように席替えをしたり、学級でレクリエーションをしたりして
いる。
・教員が児童の遊びに参加し、適切な言動ができるようにさりげなく指導を入れることで、仲良くできる児童が増え
た。

A

縦割り班活動、幼保小交流、児童生徒会ボラン
ティア活動を通して、リーダーシップやフォロワー
シップ、相手への接し方を学ぶ。

・幼保小交流では、児童が園児に対して、優しく教えてあげることを学ぶことができた。
・毎日の縦割り班掃除や造形活動を通して異学年で交流しながらコミュニケーションを取ることができ児童に良い学
びの機会になっている。
・他学年との交流の仕方について学級指導を行った。

B

定期的なアンケートの実施により、実態を把握し、
複数教員による指導体制を確立する。

・アンケートを実施することで、児童の心の状態を把握したり、人間関係について知ったりすることができ、学年で協
力して指導にあたることができた。
・生活アンケートでは、その都度個別に聞き取りを行い、実態を把握できるように努めた。
・学年会で各担任、副担任から情報を共有することで児童の実態を把握することができた。

B

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ａ＝十分達成できた　Ｂ＝おおむね達成できた　Ｃ＝未達成

②

・児童の規範意識を高めるため、学校教育全体を
通した市民科教育について、全体計画の見直しを
図る。また、家庭生活について、保護者と情報共
有をする。
・学習・生活スタンダードを策定し、教職員が指導
すべき内容を精選し共有し合うことで、指導の徹
底をする。
・各学年において、計画と実態が乖離している箇
所を精査し、一貫プランの修正を図る。
・６年間の成長の過程や変化を可視化できるよ
う、児童一人一人の資料等を整理し、社会性や生
活習慣に関する継続的な指導を行う。

・定期的に児童と面談を行い、指導が必要な際
は、複数教員で指導にあたる。
・「友達と仲良くしている」と回答できない児童に対
し、教員間で情報共有し、継続した見守りと支援
を行っていく。
・ICTを活用し、生活指導に関する情報共有が素
早く行えるようにし、組織で対応をする。

○みんな仲良く助け合う子
ア　言語での伝達能力を伸ばすとともに、言語による自己コントロール力を身に付けさせ、良好な人間関係が結べる力を養う。
イ　規範意識・他者の尊重・自己肯定感など集団生活で欠くことができない力を身に付けられるような学級経営や専科経営を行
う。
ウ　幼稚園や中学校との連携を重視し、異年齢集団で培われる力を見通した教育活動計画を作成する。
エ　品川コミュニティ・スクールとして、学校支援地域本部を活用し、地域との連携学習を重視し、地域への愛着を育てる。

重点目標

評
価
指
標

今後の課題と改善策

①



令和５年度　学校評価　品川区立城南小学校

評価項目３　体力・健康に関すること

最上段：成果指標 　最上段：成果指標の達成状況の説明
評

２段目以降：取組指標 　２段目以降：取組指標の達成状況の説明
価

東京都統一体力テストにおいてすべての項目で
平均を上回る。

東京都統一体力テストにおいて、「握力」で課題が見られた。その他の項目は、平均を
上回るか、ほぼ等しい結果となった。

B

自らすすんで運動を行い、体力向上への意識を
高め取り組むことができる。そのためにテクニカ
ルアドバイザーを効果的に活用したりする。

・審判や児童への助言などを分担して行うことができ、一人ひとりへの細かな指導が児童の意欲を高めることにつな
がっている。
・運動が苦手な児童もすすんで運動ができるように、スモールステップで自分に合った課題に取り組めるようにした。
・テクニカルアドバイザーにも行ってほしいことを明確に伝えて行うことができた。

B

課題のある、20mシャトルランとソフトボール投げ
の結果の向上を目指し、走る運動や投げる運動
を多く取り入れる。

・スポーツトライアルでも体力テストの結果に合わせて重点項目を決め、全校で取り組むことができた。
・体育の学習だけでなく、休み時間も鬼ごっこなどの運動を毎日行った。
・授業の初めに、校庭を走るようにしている。今後も続けていく。 B

「ワンミニッツエクササイズ」の取り組みを定着さ
せ、狭い範囲でも体幹を鍛える運動を工夫、実施
する。

・「ワンミニッツエクササイズ」では、運動の種類を広げたことで、楽しみながら運動することができた。
・「ワンミニッツエクササイズ」を毎日の家庭学習に取り入れ、継続して実施することができた。 B

学習カードや体力テストの結果から自分の体力を
実感させ日々運動することの大切さに気付かせ
る。

・学習カードを活用し、自己の課題を把握させたり、活動の振り返りさせたりするようにした。
・休み時間に運動しない児童もいるため、学級遊びを通して運動する機会を設けた。 B

i-checkの生活習慣項目で80％以上の児童が肯
定的評価をする。

「生活習慣」の項目において、70％以上の児童が肯定的な回答で
あった。

B

生活カードや講師を活用し、「早寝・早起き・朝ご
はん」を定着させる。また、体幹を鍛え、良い姿勢
で学習する。新しい生活様式の定着を図る。

・読む姿勢、書く姿勢を意識させながら授業を行うことで、姿勢保持の習慣が身に付いた。
・体育の導入で、ストレッチや、体つくり運動を取り入れることにより、体幹や良い姿勢を意識させるようにした。
・早寝早起き朝ごはんの大切さに気付いている児童は多いが、習い事などから生活習慣が乱れている児童もいる。
家庭と連携しながら指導をしていく。

B

「虫歯や歯周病」「生活習慣病」「がん」「食育」な
どに関わる専門家と連携した授業により、知識を
深め、自己管理できる児童を育てる。

・第３学年で歯磨き指導を行ったことで、正しい歯の磨き方を覚え、歯の健康について興味を持つ児童が多かった。
・給食で出た食材に対して、一言教員がコメントを加えることで、食べる意欲がわくことがあった。
・定期的健診時に養護教諭が「生活習慣病予防」について指導をした。

B

Ａ＝十分達成できた　Ｂ＝おおむね達成できた　Ｃ＝未達成

②

・生活カードの内容に基づき、生活習慣を整える
よう、家庭と連携して児童に働きかける。
・授業や保健指導を通して、規則正しい生活習慣
の重要性について考えさせる。

○心も体も元気な子
ア　礼儀作法・正しい言葉遣い・節度ある生活習慣などを習得させ、礼節ある子どもを育てる。
イ　体力調査を分析し、得意な分野の指導と不得意な分野の指導方法の差別化を図り、確実な体力の向上に結び付ける。
ウ　児童自身の行動の振り返りを通して、最後までやり遂げる信念の強さを身に付けさせる。
エ　新型コロナウイルス感染拡大防止に徹底して取り組み、「新しい生活様式」が自然にできるように習慣化していく。

重点目標

評
価
指
標

今後の課題と改善策

①

・今年度からの校内研究では、体育科の研究を
深め指導方法の改善を図るとともに、児童一人一
人に十分な運動量を確保した活動を行い、体力
の向上を目指していく。また、テクニカルアドバイ
ザーと連携し、多種多様な学習活動を考案する。
・楽しんで運動に親しむことができるよう、運動が
苦手な児童に対して指導を充実させる。
・体育の授業で学習カードを活用するなど、自己
の課題に挑戦する姿勢を支援する。
・体力や健康に関することについて学校から発信
し、家庭でも運動する機会を設けてもらう。



令和５年度　学校評価　品川区立城南小学校

評価項目４　いじめの防止の取組に関すること

最上段：成果指標 　最上段：成果指標の達成状況の説明
評

２段目以降：取組指標 　２段目以降：取組指標の達成状況の説明
価

生活アンケート「学校が楽しい」という項目で90％
以上の児童が肯定的評価をする。

「学校風土」の項目において80％以上の児童が肯定的な回答であった。 B

職員連絡会で配慮を要する児童の報告、情報の
共有を図り、生活アンケートでいじめと思われる
事例の0を目指す。

・児童の情報共有は連絡会や学年会で行い、いじめに類する行動について学年で指導にあたった。
・職員連絡会で配慮を要する児童の報告、情報の共有を図った。また、学年間でも、情報を共有し、複数人で指導
にあたるようにした。
・生活アンケートでは、小さなトラブルはあるので様子を見ていく。

B

生活指導記録を作成し、全教職員で共有するとと
もに、次学年へ引き継ぎ、保護者と信頼し合い、
連携する。事故防止への取組も実施する。

・生活指導記録を作成し、全教職員で共有するとともに、次学年へ引き継ぎ行った。
・各学年・クラスの情報交換を行うことで、学校全体としての児童理解につながり、日常の指導にいかすことができ
た。
・学年・スクールカウンセラー・巡回相談員と情報を細かく共有し、必要に応じて保護者と連携することができた。

B

学校が楽しいと回答していない児童について定期
的なアンケート等により実態を把握し、ＳＣやＨＥ
ＡＲＴＳなどを活用し、組織的に対応し、改善を図
る。

・登校渋りや不安の強い児童には、SCとの面談を実施したり、保護者との面談を実施したりしたことで、組織的に対
応することができた。
・児童の実態を把握した上で、毎朝児童の表情を確認し、声かけを続けた。

B

早期発見、早期対応を合言葉に。状況に応じて
「危機管理委員会」を開き、関係諸機関とも連携
し、100%解消する。

・児童に話を聞く機会を設けたり、関係機関との連携をすすんで行うようにしたりした。
・早期発見、早期対応を心がけて、対応できた。
・いじめにつながりそうな言動に注意して、その場ですぐに指導をした。

B

早期に発見、組織的に対応し、100％解消する 学校いじめ対策委員会を月1回開催し、対応や方策について協議・連携を図った。 B

早期発見、早期対応を合言葉に常にアンテナを
張る。状況に応じて「危機管理委員会」を開き、関
係諸機関とも連携する。

・アンケートに何も書いていない児童にも話を聞く機会を設け、いじめの未然防止に努めた。
・気になる児童について、学年・管理職間で報告・連絡・相談を忘れず行い、対応を考えて行動することができた。 B

複数で対応し、事実を正確に把握した上で、速や
かに保護者にも連絡する。周辺児童からも情報を
しっかりと得られるようにする。

・学年や学校全体で情報を共有し、いじめが起きないように連携することができた。
・聞き取りや指導は複数人で対応をし、保護者への連絡や事後の報告を行うことができた。 B

Ａ＝十分達成できた　Ｂ＝おおむね達成できた　Ｃ＝未達成

②

・いじめ防止に向けた研修の実施やいじめ予防授
業（年３回）を確実に行い、日常の生活指導や学
級経営においても教員が良いモデルとなるよう努
めていく。

重点目標

○深い児童理解のもと、児童の人間関係のゆがみの早期発見により、いじめの解消に役立て、全教職員で「いじめ
は絶対に許さない」という姿勢を強く打ち出す。
ア　児童の悩み対して、いつでも相談できる雰囲気や環境を構築する。（信頼される教師集団）
イ　職員連絡会で、配慮を要する児童についての報告をするとともに、生活指導記録を作成し、全教職員で共有す
るとともに、次学年、中学校への引き継ぎをする。
ウ　年3回実施する生活アンケート結果を検討し、改善策を全教職員で共有する。
エ　管理職・生活指導主任・養護教諭・SC・当該学年が状況に応じて危機管理委員会を開き、関係諸機関、ハーツ、
警察等との連携をし対応していく。

評
価
指
標

今後の課題と改善策

①

・日頃から児童とコミュニケーションを図り、不安
や心配なことがあったらすぐに相談できるように
する。
・「学校が楽しくない」と回答している児童に対し、
教員やスクールカウンセラーが面談を行い、実態
の把握に努め、解決に向けて働きかける。
・保護者とも情報共有を図り、外部機関と連携し
ながら、継続的に対応にあたる。
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評価項目5　（特色ある教育活動に関すること）

最上段：成果指標 　最上段：成果指標の達成状況の説明
評

２段目以降：取組指標 　２段目以降：取組指標の達成状況の説明
価

豊かな国際感覚とともに、日本の伝統・文化に興
味関心をもった児童の育成

多種多様な体験的な学習をとおして、日本の伝統・文化に興味関心をもつことができ
た。

A

日本の伝統文化に触れる学習を各学年で取り組
み、日本の良さに気付かせる。

・木目込み細工や茶道体験を通して日本の伝統文化に触れることができた。
・一貫プランで外部講師を招き、伝統文化に触れる機会を多くもつことができた。
・読書活動では日本の昔話に触れる機会を取り入れるようにした。

B

「英語の授業は楽しい」と感じられるような指導計
画を作って実践し、日常的に英語に触れる。

・ALTやJTEと連携し、歌やゲームを通して、楽しく英語の授業を展開することができた。
・担任も一緒に発音したり、机間指導したりして、楽しい空間を作るようにしている。 B

大使館との交流や海外の学校との交流など海外
の文化に触れる機会を設定し、様々な文化があ
ることを知らせる。

・大使館との交流をしたり、外国の文化についてまとめたりすることができた。
・シンガポールの方と体育の学習や清掃活動を通じて交流をし、異文化に触れることができた。 B

児童アンケートの地域行事への参加について80%
以上の児童が参加している

「お祭りやボランティア活動など、地域の行事に参加していますか」の設問に、70％の児童が肯定的な回答であっ
た。 B

地域と連携した行事や授業を各学年で取り組む。 ・「おまつりごっこ」や「東海道歴史探訪」など、地域の歴史や文化を体感できる行事が充実している。
・生活科では、保護者ボランティアの協力を得て、15以上の商店・公共施設の見学を行うことができた。 A

地域や学校の歴史や伝統に興味をもてるような
取り組みを行う。

・一貫プランを中心に、地域の歴史や伝統に興味をもてるような授業の展開を工夫することができた。
・新1年生保護者対象に学校の紹介動画を作る際、学校の歴史を振り返ることができた。
・社会の授業で、地域のお祭りを取り上げ、身近なこととして捉えられるようにした。

B

SDGｓの推進 SDGｓ委員会の活動を中心として、学校・学級で推進を図ることができた。 B

１７の大きな目標を知り、関心をもって学習に取組
む。

・日頃からＳＤＧｓを意識し、毎日、給食の残菜を減らす声掛けを行った。
・社会科見学や市民科の授業でSDGｓに関する授業を展開し、地球環境を守る取組を実践する児童が増えた。
・図工や生活では、材料や資源を大切に使ったり、ごみを拾って捨てたりするようにした。

B

身近な取り組みを知り、自らの生活の課題を見付
けられる力を養う。

・委員会活動では、鉛筆やペンのリサイクル活動を通し、啓発することができた。
・知識としてはSDGｓについて知っていても、自らできることを考え、実践する力は課題が残る。 B

自らできることは何かを自覚し、実践する力を養
う。

・自分たちにできることは何かという問いかけを大切にして指導を行った。
・授業では、よりよい社会をつくっているために行われている取組について取り上げ、自分たちでできることを考えさ
せた。

B

○豊かな国際感覚をもつ児童の育成を図るとともに日本の伝統・文化に関する取り組みを充実させる。
○地域社会を大切にし、「ふるさと城南」の意識を育む。
〇SDGｓを推進し、地域社会の一員としての資質の向上を図る。

重点目標

評
価
指
標

今後の課題と改善策

①

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ａ＝十分達成できた　Ｂ＝おおむね達成できた　Ｃ＝未達成

③

・計画性のある体験的な活動を実施し、学習後に
は児童自身に振り返りをさせ、学びをつなげられ
るようにする。
・６年間の学びを可視化できるよう、キャリアパス
ポートを活用し、実践記録を蓄積する。

・令和５年度品川区環境マネジメントシステム事
業において、SDGｓ委員会の環境意識向上に向
けた取組が表彰された。
・各教科や社会科見学など、教科横断的な取組
ができるよう計画を立てていく。
・自分でできることを考え、実践する力に課題が
残ることから、学年の発達段階に応じて、ワーク
シートなどを活用して実践を意識化させる。

②

・地域行事に関する情報伝達について、より効率
的な情報伝達方法を検討する。
・令和６年度開校１５０周年を迎えることから、学
校行事や授業を通して、地域や学校の歴史に興
味がもてるよう様々な手立てを講じていく。


